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ナフタリン柵化物のⅩ線的研究

第3敢 1.8-17エ トロナフタ1)I/の好配向性に就いて

見 波 杜 芳*･佐 々 木 僻事

1.稚 甘

先に 1.51及び 1.8-ジニトtzナフタt)ソ(DNN)覗

食物の平板巴坑粥料について投ったX械回糊 腔と批

合鍵戊の間に於いて,1.81DiTLNTでは荘故的関係の成

立ち類いことを述べた｡その原因と考へられる好配向

也 (PEeEerredoric･nhLiorL)の解消の為に行った先晩

について報督する｡好況向性と云うのは,I.8-DNN

がやや硬い変板状の結晶をしているので'これJd砕い

て平板状の珊 窄辞に圧輯すると,拭料讃両の半面に

1.8-DNhTの結晶が平行に並んでしまう傾向があるこ

とを云う｡この傾向は組成によって典なるであろうか

ら,回折薮皮を以て分析の為の指示鼓とすると'検耗

現が定粥軌､こととなる｡そこ{･揃墳した DNIVに
予め適当な典型を施して,合成したままの DNNエ
某斑晶の状態に近附けてみようというのが今回の突放

の目的である｡元来回折酸度を以て分析するというの
は常圧の掛 ､ものではないが,比紋的追払 手馳こ組

成を知るのに位はIt,又加奈分解の藍の指示格こも位

ほれて来た｡此勉に述べることが,そうした怠味で･1

線回折を利用される方々に少しでも参考になれは率い

であると考へる｡

2.爽 験

装置は盈学奄機ガイガーフL,･Jクスで,拭料塔執土

光に説明した型をしており,Ⅹ執まCu対蛤粒で'初

めは冠彰条件は一定してないが,後封土35kV,12mA

ス･)I/ト10-iC-lO,Ratemelez･32,ScaleE8CtOrI,

TimecorLSt4,迎虻 lO/4分を用いた｡

押掛王前回岡城璃超した 1.5-DNN (M･P･2000
抜上)I.8-DNN(M.P.167-8oC)と各社(A,a,C)
の工場誕晶を用いた｡又聯 会社中共析杉ニnr'氏に怨

造方法を敦へて放いてつくった琵 10-17FLの食塊を

夜飯全盛として用いた｡

3.結 果 及 考 察
椅袈 1.8-DNNを何とか故粉として板状の結晶を

保たやる方法は,例へは'静静に臨し細かくて敬い無

枝物 (N号Cl,MgOなど)を加へてみること,緒晶を
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ア七t･I/などに僻解して水に投入析出させること,揮

散して急冷すること,或いは又,政体である工場虫品

と同じ条件で曲出させることなどが考へられよう｡そ

うした例勉現法の適否のEI安としては,工場製品の

15･50IL40のど一g比が約 1.5であるのに,椅輿 l.81

DNNのその比の価が20-25であることを利用して.I

この比の小さくなることを日蝕こすることとした｡比

の比の位は,平板圧餌塾拭料でなくヂ′(イシ占ラー没

などでは約1であるし,回拡轄曲法の寧其の肉眼包寮

では奴繋潜とy･真により多少或るが,0.6攻はもう少

し大きい擬庭である｡そこで次の如き試料を73次拭持

してみた｡

(･Tio.1)DiNiTVの鞘袈品のみをめの う乳鉢でかな

り丁寧に出合親静するものでは比は約20であった｡

(lNo･2)めのう乳鉢で緒製全盛を粉砕しておき, こ

れに柵迦 DNNを加へて粉砕したものでは比は約25

であったOこれは企壇の就静が不十分な為に,却って,

I.a-DIN'_T(の戟醇の邪風こなったようである｡
(･Tt'0.3)相軸 旋を絶対値にするには同じ条件rf

で'-淀城の内部際準剤のピークを併せ判定し,それ

との比を見るのがよい｡そこで頼朝 DNN の混合物

に内部招畔河として 20帆･【,hSの安息香酸 (庶丑判定綾

坤用品)を加-て,搬 読下で放して約 50jZになる

まで砕いた｡その時の比は約8であった｡

くh'O.･1)定に,劫静の助粛として触 な MgOを

加へて,約 20FEまで砕いてふたが,比は約5であっ
J_Jヽ-○

(No.5)次に,ア七日/溶液として加こ投入する

方法を拭丸たが,そのピークの一例は,図1に示す如

くである｡これは,).5-D.～.N と 1.81DNINの 30:

50を一緒に終解した墳含 (鼓坤)と別々に溶解した椅

合 (実線)とがかなり臭った梯子を点し,前者のピー

クでは 1.51DNNのものが消えた ,),分布及び組成

との関係が全く別物の如くなってしまい,獲者は銘々

=墳淑晶に似たピークの分布を元した｡ この徒者のど

-ク比 (15.5o/140)は約 1.5であった｡

この別々に作った敢結晶粉の乾燥したものは背花が

馨しく聴扱い肝いが,之に MgO40郡.NAC120部 を
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Jや JA更に加へて混合したものの例を囲2

に売す｡図2の太線がそれであり,粗い故状の紋は,工場

劉晶 (a)80部にMgO40部 NaC120部を加
へたもので,大道が

ないことが分る｡(No.6)区3に元したものは桁

製 DNN な混合して潜在放冷し,微細食塊を10ク相打へ

て粉砕したもので含有呆0で改変0になる[-RT向を示し

ているOこの時の15.50/140のピーク比は図からも分る

様に約 1.3であった.幣監時の砂浴温は 50:50で 180oC
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8OC で行った｡(No.7)降船を工場袈晶と共にや

こらせるならは政体と按抑体とはrFl一条件に曝される

ことになるであろうと期待して,工場製品50部に精

製 DNN の混合物50郡を加へて熔融したものはE54の如くで

あった｡こ+aG;)叫･
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不純物による 1.8-DNNの晶出の妨西も起っていな

いようである｡

4.括 輸

1.5-DNN と 1.8DNNとの混合物のXは回折強度

を平板田肘 掛に就いてとり,組成による変化を求め

た｡1.5-DNNは ここで行った匁塩ではア七日/から

の晶出を 1.8-DNNと同じ溶液からさせた時の他は

常に安定など-ク市を示して分析の可能性を示したが

I.8-DNNは勉現法によってその結晶の7-I;ナビ'-クは

馨しく変化し,特にエ切製品の含む不純物の存在下で

の倍散冷却からはその大部分が予期された結晶を作ら

ぬこと及び轍 にアIt=トソに搭解して水から品田させ

た故緒品は符屯が労しく攻扱いは凶赦であるが,工場

胡晶の状位に昏似していた｡ これは逆に1.81DNNの
化成時の挙動の一部を何はせるものである｡この艶に

平餅 に旺餌する阿片窄執こよって定性軌ま定盤をな

す機会は,物質の変化のみでなく串なる配列の変化が

著しく結射 こ影野することは当然のこと乍ら注忠すべ

きことと一臥土れた｡

Ⅹ･rayBttldyofTtitromAphtIlalene8

IllPreEerTeJorientationoE,1･8-DNN

KeihoNambaandMas8ru Sas8ki

TheX･raydiHractioninteIISityproGIeoE

purecrystallinepowdersof1.8-DNN,recorded

with theGeigerfIeL･,dinersfromthatoEthe
industrialproduct.Thiscomes from the

pz･efenedorientationofthepllreCrystalline

sampleoE1.8-DNN.Wetriedtopreparezm

appropriatesampleoEthepurecompound,
inordertosearch tllerelatioTlbetween a

StandardconcentrationandadiHractionpeak

heightLotthesakeoEquantitatiyeanalysis

oftheindustrialDNN.Itisconcludedfrom

severalttialsthatamethodoErecrysta11i之at･

iontopourthesaturatedaeetonesolution

ofthepure1.8-DNNintoaproperamount

oEwaterunderstirringgivesafavorable

result.(Univ.ofTokyo)

ANAPPLICATIONOF''THETHEORYOFTHE

VARZ:ABLEREACTIONZONESZNTHEDETONATION

OFSOLIDEXPLOStVES"TOTHEDESIGNOF

THEELECTRICDETONATOR.

bySht'roKinoshita'

(1)Itttroduction

Thecriticalconditionofthetransition
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1)K iHino.ITheoryoLTehtionsbetweenthe
detonationvelocityoEsolidexp10sivesandthe
thicknessoEcasesorthediameteroEthech8r一

ges.J.hldustTiA)ExplosivesSoc,Japan193
(1958).

fromcombustiontodetonationofsolidex.

plosiveshasbeenexaminedbytheaidof

''ThetheoryoEthevariablereactionZonesin

thedelonationofsolidexplosives.1】"

This一heoryshowsthatthefollowingapp･
roximationLomulaholdsfortherelation

betweenthemaXimllm detonationvelocity

D仇,anyStabledetonationvelocityD,the

radiusoEcartridgesR,thethicknessofthe
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